
表紙

◆申請者

代表電話番号

FAX

担当部局

担当者名

（代表者職名） （代表者氏名） 担当者電話番号

e-mail

◆運行の概要

運行便数

運行時間

その他
車両等

※金額については改定の可能性あり

◆市からの無償貸与物件

車両 小型バス４台（ディーゼル車４台）

バス停 １５基（予備２基含む）

平日　　　：始発　９時から１７時まで３０分間隔（１２時のみ１時間間隔）で運行
土日祝日：始発　９時から１７時まで２０分間隔（１２時～１５時のみ３０分間隔）で運行
※利用状況により運行内容を見直す場合あり。

ディーゼル車５台（運行事業者が所有する予備車１台含む）

ルート

平日16便/日、土日祝日22便/日
※利用状況により運行内容を見直す場合あり。
※繁忙期の増便等の対応による変動あり

令和7年（2025年）　　月　　日提出

一日乗車券 ５００円（小人２５０円）
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事業者名

熊本駅前⇒祗園橋⇒明八橋⇒新町⇒蔚山町⇒藤崎台下⇒熊本桜町バスターミナル⇒桜の馬場
城彩苑⇒熊本城・二の丸駐車場⇒こども文化会館前⇒博物館・旧細川刑部邸前⇒ＫＫＲホテル熊
本前⇒県立美術館分館横⇒熊本ホテルキャッスル前⇒市役所前⇒桜の馬場 城彩苑⇒熊本桜町
バスターミナル⇒商工会議所前⇒ＡＮＡクラウンプラザホテル熊本ニュースカイ⇒熊本駅前
※ルートは別添のとおり（１周６５分、１０．７km）

運賃等

料金 １８０円（小人９０円）

住所

代表者
職・氏名

印



様式１-１　運行計画・運行管理

（１）事業実施体制について 令和7年（2025年）　　月　　日提出

熊本城周遊バス運行事業計画書

（記載例）

経理係　1名 営業係　1名 経理係　1名
企画係　2名

営業所

乗務員　5名 運行管理者　1名

管理課 経理課

管理本部 営業本部

営業企画課 車両管理課

本事業担当者数

人　数 内正社員 担当業務内容

1名 1名

3名 2名
1名 1名

乗務員 5名 5名
運行管理者 1名 1名

10名 9名

経理課
営業企画課
車両管理課

営業所

合　計



様式１-２　運行計画・運行管理

（２）安全管理について 令和7年（2025年）　　月　　日提出

①乗客の安全管理

※乗客の安全確保のための工夫等があれば記載してください

②車両の安全管理

※日々の車両管理体制等について記載してください

（３）緊急時の対応について

①事故等が発生した場合への対応

②遅延や積み残し等への対応
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様式２　運行収支

（1)運行収支について＜内訳＞

令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 備考

収
入

0 0 0 0 0

単位：円

令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 備考

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

（2)収支改善に向けた取組について

※収支改善に向けた具体的な提案（広告収入の確保等）について記載してください
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経
費

項目

※別紙に積算根拠を示すこと

５　運行管理費

４　その他諸経費

項目

１　運賃収入

合計

１　運転費

　（１）人件費

　（２）各種保険料

　（３）被服費

　（４）バース使用料

　（１）修繕費

　（２）重量税

２　運輸管理費

３　車輌保存費

合計

　（２）その他諸経費

　（１）諸手数料等

　（５）燃料油脂費

※別紙に積算根拠を示すこと

　（１）損害保険料
※別紙に積算根拠を示すこと



様式３　運行サービス

（１）接客サービス及び観光客への対応について

①運転士へのマナー研修等の実施、また、接客サービス向上のために実施していること

②時節にあった観光情報の把握・利用者への状況提供に向けた社内での取組があれば記載してください

③外国人観光客への対応策等があれば記載してください
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様式４　広報・利用促進

（１）効果的な広報・周知活動について

①広報に用いる媒体・手法

※どのような媒体を用いてどのように広報するのか記載してください。（年間の広報スケジュール等があれば記載してください。）

②利用促進策

※利用者増加に向けた具体的な利用促進策を記載してください。　例)　関係施設（ホテル等）と連携した利用促進策

熊本城周遊バス運行事業計画書



【別添】しろめぐりんルート


